
・特定保健指導の実施率５０％を目指します。

令和元年度［ 健 康 づ く り 推 進 部 ］目標の成果

全体 23
個別 06-01

2 　有線テレビ、市報等のメディアを活用した広報及び健診推進員による電話勧奨と
臨戸訪問並びに健康つしま２１推進員や食生活改善推進員等、地区組織などを活用
して受診勧奨の活動を展開しました。また、消防団員を対象とした健診（中・北地
区）を拡充して実施したり新たな試みを図ることで、３月末時点では４２．９％と
なりました。

実
績
（
成
果
）

課　名 い き い き 健 康 課

区分 項　目 　特定健診の受診率向上

1 【 内 容 】

組
織
目
標

　第２次健康つしま２１計画を推進するために、第３期特定健診等実施計画に基づき、
市民の健康への意識付けを行い、受診率の向上を図ることで健康寿命の延伸につなげま
す。

【 指 標 】
・特定健診受診率４０％を目指します。
・受診勧奨に努めます。

3

○

　目標としている４０％を超え４２．９％と過去最高の受診率を達成する
ことができました。

評
価

4 　これまで以上に各地区や年代などの受診率の低い原因をさらに分析し、市民健診
の受診勧奨を地域に密着した健康つしま２１推進員や食生活改善推進員などによる
受診勧奨を行います。また、ＣＡＴＶや広報などの情報発信ツールも大いに活用し
受診率の向上を目指します。

今
後
の
展
開



・広く市民を対象にした事業
認知症ケア技術向上講座を実施（１１月）

・介護施設や病院等に勤務する職員を対象にした専門的事業
島外の専門的な認知症ケア向上研修に参加する方への費用助成
をする認知症ケア向上研修事業を実施（５名）

・広く対馬市民を対象にした事業

令和元年度［ 健 康 づ く り 推 進 部 ］目標の成果

項　目 　認知症ケア向上研修事業の実施

1 【 内 容 】
認知症になっても、住み慣れた地域で生活を継続するためには、住民や家族、並

びに施設や病院職員が、認知症に対する知識を学び、理解を深め、さらには、認知
症になられた方への接し方・ケア技術を学ぶ必要があります。

認知症になっても住み続けることが出来る島を目指し、住民や介護施設等の職員
を対象に、認知症ケアを学ぶ機会を提供するために、認知症ケア向上研修事業に取
り組みます。

組
織
目
標

【 指 標 】

3

○

市民と市内医療・介護従事者に認知症ケア向上研修を受講いただいたこ
とで、認知症及び認知症ケアに対する知識の習得と理解を深めていただき
ました。また、市内では、介護技術等の専門的な研修機会が少なく、島内
での研修会実施と島外研修への参加助成をすることで、介護人材育成につ
ながるものと期待できます。

評
価

4 ・認知症ケア向上研修については継続して実施し、認知症の理解と認知症ケア技術
　向上を目指していきます。
・市内は専門的な研修が少なく、島外の研修に参加することも多面的に支障がある
　ため、引き続き研修事業を継続し、人材育成を進めます。

今
後
の
展
開

島外の専門的な認知症ケア向上研修として「ユマニチュード入門コース」に、
島内介護事業所等から８名の職員に参加いただき、その費用を助成しました。

全体 24
個別 06-02

2

実
績
（
成
果
）

　開 催 日  　令和元年１２月５～６日
　開催場所　　対馬市交流センター、対馬市公会堂
　参 加 者  　１３０名

・対馬市認知症ケア向上研修助成事業

　助成金実績　８名分　５６０，６００円

島内の認知症介護技術を総合的に向上することを目的として「ユマニチュード
を取り入れた市民公開講座」を実施

課　名 地 域 包 括 ケ ア 推 進 課

区分


